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安全安心な学校施設の確保の観点から、耐震化及び老朽化への対応を行いま

した。 

また、魅力ある学校づくりを進めるため、総合学科の設置等により県立高等

学校の再編整備を行いました。 

 

20 県立学校施設の整備 

施策の概要 

耐震性確保や老朽化に対応した改修を進めます。 

平成 21 年度の取組 

耐震Ｂランク建物の耐震改修工事（37 棟）・先行設計（９棟） 

耐震Ａランク建物の老朽改修工事（７棟）・先行設計（７棟） 

     大規模な地震に対する安全性 

ランク 
構造耐震指標 

（Is 値） 大規模な地震に対する安全性 

Ａ 0.7 以上 
地震の震動及 び衝撃に対し て倒壊し、又 は崩壊する
危険性が低い。 

Ｂ 
0.3 以上 
0.7 未満 

地震の震動及 び衝撃に対し て倒壊し、又 は崩壊する
危険性がある。 

Ｃ 0.3 未満 
地震の震動及 び衝撃に対し て倒壊し、又 は崩壊する
危険性が高い。 

※Ｃランクの建物については、平成 18 年度までに耐震改修完了 

 
(1) 取組の成果 

目標年度*に向けて対象建物について耐震性能の向上（Is 値*0.7 以上）を

図ることができた。 

（耐震化率 平成 21 年４月１日時点 66.9％→平成 22 年４月１日時点

70.6％） 

＊目標年度: 

第 2次あいち地震対策アクションプラン及び愛知県建築物耐震改修促進計画により、

平成 27 年度完了を目標としている。 

      ＊Is 値： 

建物の強度・粘り強さ、建物形状やバランス、建物の経年劣化などの指標から求め

られる、建物の耐震性能を表す指標。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

県立学校施設の安心安全の確保のため、耐震Ｂランク建物について重点

的かつ計画的に耐震化を図っていく必要がある。 

 
21 県立高等学校の再編整備 

施策の概要 

県立高等学校再編整備実施計画（第２期）を策定・実施し、総合学

教育施設・環境の整備  
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科及び普通科コース*の設置等により、魅力と活力ある学校づくりを進

めます。 

平成 21 年度の取組 

総合学科：瀬戸北高校 

普通科コース制：尾西高校（情報活用コース）、加茂丘高校（自然科

学コース）、春日井高校（コスモサイエンスコース） 

総合選択制*：新城高校（鳳来寺高校と新城高校の統合校、農業・商

業・家庭の３学科） 

＊総合学科及び普通科コースについては P.27 参照 

＊総合選択制： 

複数の学科やコースを設置する学校において、学科やコースの枠を超え、

自分の興味・関心や進路希望に応じて、他の学科やコースの科目を選択し、

学習すること ができる。 

 
(1) 取組の成果 

県立高等学校再編整備実施計画（第２期）に基づき、総合学科やコース

制の設置を進めるとともに、鳳来寺高校と新城高校を統合し、統合後の新

城高校に総合選択制を導入するなど、科目選択の幅を広げる方法により、

魅力と活力ある県立高等学校づくりを進めた。 

また、昨年度に引き続き、県立高等学校の特色を紹介した進学指導用の

パンフレットを県内の中学校２年生全員に配付し、学校を選択する際に役

立てている。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

今後も社会の変化や生徒の多様化に対応して基礎・基本を重視しながら一

人ひとりの個性を伸ばす教育を行い、魅力と活力ある学校づくりを進めてい

く必要がある。 

県立高等学校再編整備実施計画（第２期）は平成22年度をもって完了とな

る。なお、総合学科やコース制の設置については、設置した学校の成果と課

題等を検証しながら引き続き検討していく。 

     

 
 

22 地域連携のための総合窓口を県立２大学に設置 

施策の概要 

産学連携や県民の生涯学習の推進、小中高等学校への学習支援、教

員のリフレッシュ教育など、教育研究の成果を生かした地域連携を図

るための窓口を設置します。 

平成 21 年度の取組 

大学との連携  
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     【県立大学】 

・市町村との連携事業 

社会人学び直しニーズ対応教育プログラム 

（豊田市、県国際交流協会等） 

     小中学校への学生ボランティア派遣に関する協定 

（瀬戸市、長久手町） 

・知と技の探求教育事業（愛知県教育委員会との連携事業） 

・ＮＰＯ・市商工会議所等との共催による講習会等を実施 

「環境にやさしい交通まちづくり講演会」 

（リニモねっととの共催）  

パソコン講習会（瀬戸商工会議所と連携） 

【県立芸術大学】 

・「愛知県立芸術大学管弦楽団特別演奏会」開催（6 月、11 月）（安

城市、日進市と共催） 

・オペラ公演実施（9 月、12 月）（長久手町、大府市と共催） 

・「長久手アートフェスティバル」に参加 

・岩倉総合高等学校との間で、フルハイビジョン遠隔講義システム

を利用した遠隔講義を実施 

・芸術創造センターの地域連携として、学生演奏家の派遣を実施 

 

(1) 取組の成果 

大学における教育研究の成果を生かして、小中高等学校への学習支援、

教員のリフレッシュ教育等を通じて、積極的に地域貢献活動を行うことが

できた。 

 

   (2) 今後の課題・方向性 

地域の固有な教育的

ニーズを把握するとと

もに地域貢献活動をと

おして大学教育の課題

を明らかにする必要が

ある。 

 

 

 
23 私立学校及び私立学校に通う生徒の保護者に対する助成 

施策の概要 

私立学校の教育水準の維持向上・経営の安定や学費の負担軽減を行

います。 

「長久手アートフェスティバル」

に参加（スズメバルーン） 

芸術創造センターの地域連携 

学生演奏家の派遣 

私立学校の振興  
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　教育委員の主な活動（平成２１年度）

活 動 内 容 回数

教育委員会会議（協議会を含む） ２４

県議会 ３３

全国教育委員会連合会等全国会議 ４

学校等調査 １３

意見交換会（都市教育長等） ３

学校教育関係会議、大会等 ２４

社会教育関係会議、大会等 ２２

体育関係会議、大会等 ８

県主催事業等その他 ７

平成 21 年度の取組 

私立学校設置者が教育を行うために要する、経常的経費及び耐震補

強やアスベスト対策など、施設設備の整備を行うために要する経費に

対し助成するとともに、私立学校に在籍する生徒の保護者に対し、授

業料や入学納付金の一部を軽減するための補助を実施 

 
(1) 取組の成果 

補助金交付により生徒（児童･園児）が学ぶ私立学校の経営が安定化し、

また、補助金の執行状況の検査を通じた指導等により学校の運営の適正化

を図ることができ、ひいては 20 万人余に及ぶ私立学校に通う生徒等の教育

を支援することができた。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

引き続き私学振興を図る観点から取組を推進していく必要がある。 

 

 

  

保護者や地域住民の期待に応える質の高い教育

を実現するため、教育委員協議会や学校関係者等

との意見交換会の開催など内外の関係組織と連携

した取組を進めました。  
教育委員会会議での審議等件数： 

議案数 31、協議題数 21、報告数 56 

  
 
 

24 教育委員の協議の場の拡充  

施策の概要 

教育課題についての教育委員の意見の反映を図るため、教育委員同

士及び教育委員会事務局との意見交換を活発に行います。 

平成 21 年度の取組 

教育委員協議会を開催 

開催回数：９回、協議題：18 件 

 
(1) 取組の成果 

教育行政の政策等立案過程の段階から教育委員との議論を通じ、教育行

政の諸課題について共通認識が持てた。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

教育委員会の教育政策立案・推進体制
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引き続き教育行政の諸課題について共通認識が持てるよう、闊達な意見

交換ができる場を設けていく必要がある。 

 

25 教育委員と教育関係者等との意見交換会の実施 

施策の概要 

教育関係者等との意見交換会を開催したり、教育現場等を訪問し調

査する機会を積極的に設けていきます。 

平成 21 年度の取組 

・県立学校長との意見交換会の開催 

協議題：特色ある学校づくりを目指して 等 

・都市教育長との意見交換会の開催 

協議題：市教育委員会における取組みの現状と課題について、義

務教育と高校教育との連携について、幼保と義務教育と

の連携について 等 

・学校等実情調査の実施（11 日、12 校・２施設） 

 
(1) 取組の成果 

教育関係者等との意見交換の場を設けるとともに、実際に学校現場等へ

出かけて実情を調査することにより、課題の把握や教育行政に関する意

見・要望等の把握を行うことができた。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

多種多様なニーズに対応するため、広く県民や教育関係者の意見・意向

を把握する機会を設ける必要があることから、継続的に意見交換会を開催

していく必要がある。 

 

26 産業労働団体、ＮＰＯとの意見交換会 

施策の概要 

様々な教育課題に対応するため、企業等との連携・協力を図るとと

もに、ＮＰＯとの協働に努めます。 

平成 21 年度の取組 

産業労働団体との意見交換会 1 回、NPO との意見交換会 2 回を実施 

この他に事業実施にあたっての意見聴取を実施 

 
(1) 取組の成果 

産業労働団体やＮＰＯとの意見交換会の場を設けることにより、教育行

政に関する意見や要望等を把握するとともに、教育行政が直面する課題等

を説明し、認識してもらうことができた。 
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また、「情報モラルの向上」を２１年度の重点テーマとして取り組んだが、

保護者への啓発パンフレットを作成する際に、子どもたちの実情について

ＮＰＯから意見の聴取を行ったり、ＮＰＯを通じて直接高校生の声を取材

したりするなど、パンフレット作成を協働して行った。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

それぞれの得意分野を生かしあって、行政では届きにくい分野について、

継続的に情報交換を行うだけではなく、ＮＰＯとの協働を積極的に働きか

けていくことが必要である。 

また、産業労働団体の行う教育関係事業に対し、参加校が少数であるた

め、学校が積極的に参加するよう促していく必要がある。 

 

 

27 指導主事、社会教育主事の派遣 

施策の概要 

希望する市町村に指導主事や社会教育主事を派遣し、市町村教育委

員会事務局組織の充実に向けた支援を行います。 

平成 21 年度の取組 

市町村派遣指導主事：57 市町村に対して、92 人を派遣 

市町村派遣社会教育主事：４市町に対して、４人を派遣 

 
(1) 取組の成果 

市町村教育行政を一層効果的に進めるため、市町村の要望により、学校

における教育課程等学校教育に関する専門的事項について、所管の学校の

教職員に指導・助言をする指導主事や、生涯学習の推進を行う社会教育主

事を派遣し、市町村の教育行政の充実に資することができた。 

 

(2) 今後の課題・方向性 

市町村教育委員会の充実を図るため、引き続き指導主事の派遣を行う必

要がある。 

社会教育主事の派遣は、市町村の生涯学習の推進体制が整備されたことによ

り終了する。  
 
 
 
 
 
 
 

県教育委員会と市町村教育委員会の役割
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